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原
孟

輝弾
の
恐
ろ
し
さ
と
核
廃
絶
の
願
い
を
込
め
た

「
原
爆
の
図
」
。
共
同

で
描
い
た
丸
木
位
里
と
俊
夫
妻

（
い
ず
れ
も
故
人
）
は
、
反
原
爆
と
と
も
に
反

原
発
を
唱
え
続
け
て
い
た
。
1
9
8
9
年
に
は
原
発
分
の
電
気
料
金
の
支
払
い

こ
ま
古
も

（
美
し
い
海
。
汚
染
さ
れ
て
い
な

反
原
爆
と
反
原
発
を
訴
え
て
い
た
丸
奈

量

（
右
）
と
俊（
丸
木
美
術
館
援
供
）

を
拒
否
し
、
丸
木
美
術
館

（
東
松
山
市
下
唐
子
）
へ
の
送
電
を

一
時
止
め
ら
れ

▲l

ド

て
い
る
。
俊
は
原
発
を

「
ゆ

っ
ぐ
り
燃
え
る
原
爆
」
と
表
現
し
、
原
発
事
故
の

一
－

不
安
や
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
強
く
訴
え
て
い
た
。
深
刻
な
事
態
が
続
く
重

昂

電
力
福
島
第
1
原
発
。
福
島
の
現
状
を
知
れ
ば
、
丸
木
夫
妻
は
怒
り
、
嘆
き
悲

し
む
だ
ろ
う
。

（
杉
野
孝
）

い
海
だ
。
魚
も
う
ま
い
）
（
ど
こ
か
遠

く
に
住
ん
で
る
者
が
投
資
し
て
、
そ
れ

が
利
益
を
手
に
す
る
の
で
し
ょ
う
。
原

発
で
働
く
労
働
者
や
近
く
に
住
ん
で
い

る
人
た
ち
の
災
害
は
目
に
見
え
て
い
る

の
で
す
）

（
原
文
の
ま
ま
）
と
記
し
て

い

る
。

原
爆
が
位
里
の
故
郷
で
あ
る
広
島
に

■
残
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

い
と
原
発
に
殺
さ
れ
る
」
を
連
載
し
て

投
下
さ
れ
て
か
ら
数
日
後
、
夫
妻
は
市

俊
は
89
年
の
機
関
紙
「
丸
木
美
術
館

い
た
。
夫
妻
ば
同
年
、
原
発
建
設
予
定

内
に
入

っ
た
。
俊
は
そ
の
後
、
腸
出
血

ニ
ュ
ー
ス
」
に
、
手
記
「
原
発
止
め
な

他
の
石
川
県
能
登
地
方
を
訪
問
。
手
記

が
3
カ
月
続
き
、
や
せ
細

っ
て
死
に
そ
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「
原
爆
の
図
」が
展
示
さ
れ
て
い
る
2
階
の
展
示
室
。天
井
の
高
窓
か
ら
自
然
光
が

入
り
、
明
か
り
は
極
力
抑
え
ら
れ
て
い
る
＝
東
松
山
市
下
唐
子
の
丸
大
美

術
館

う
に
な

っ
た
と
い
う
。
（
原
爆
と
原
発

ば
、
同
じ
放
射
能
を
ば
ら
ま
く
も
の
な

の
で
す
）
（
放
射
能
は
目
に
見
え
ず
、

匂
い
も
色
も
な
い
の
で
す
。、
こ
れ
よ
り

恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
の
で
す
）
と
残

留
放
射
能
の
危
険
性
に
つ
い
て
訴
え
て

い
る
。
事
故
の
不
安
も
書
い
て
い
た
。

（
日
本
の
原
発
に
事
故
は
絶
対
に
起
き

な

い

、
と
は
言
え
な

い
で
し

ょ
う
）（
原

発
止
め
て
、
安
全
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
て
下
さ
い
）
と
原
発
の
停
止
を
求
め

て
い
た

。

土
福
島
第
2
原
発
が
き

っ
か
け

電
気
料
金
の
不
払
い
は
、
89
年
1
月

に
起
き
た
東
電
福
島
第
2
原
発
の
ポ
ン

プ
損
傷
事
故
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。
丸

木
夫
妻
は
同
年
4
月
25
日
、
東
電
の
原

発
設
備
率
か
ら
算
出
し
た
24
％
分
の
電

気
料
金
の
支
払
い
を
拒
否
。
東
電
か
ら

の
支
払
い
蓋

網
に
、
俊
は
「
水
力
発
電

と
火
力
発
電
の
分
は
払
う
」
と
答
え
た

と
い
う
。
東
電
は
同
年
5
月
12
日
、
美

術
館

へ
の
送
電
を
止
め
た
。
送
電
停
止

は
1
年
以
上
続
き
、
夫
妻
は
自
家
発
電

機
で
対
抗
。
来
場
者
は
裸
電
球
の
薄
明

か
り
の
申
で
絵
を
観
賞
し
た
。

二東搬 出の箋摘鮎
同
美
術
館
の
学
芸
員
岡
村
幸
宣
さ
ん

か
と
考
え
て
い
る
。
ひ
さ
子
さ
ん
自

（
38
）に
よ
る
と
、
丸
木
夫
妻
は
美
術
館

身
は
原
発
事
故
後
、
「
時
代
に
流
さ
れ

を
建
設
し
た
と
き
か
ら
、
電
気
を
極
力

た
」
と
反
省
し
て
い
る
と
い
う
。
原
発

使
わ
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
九
つ

に
は
反
対
だ

っ
た
が

、
現
実
的
こ
ま

）
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あ
る
展
示
室
の
う
ち
、
1
階
に
あ
る
二

電
気
が
必
要
な
こ
と
も
分
か

っ
て
い

つ
の
展
示
室
以
外
は
天
窓
が
設
置
さ

た
。
「
原
発
は
国
策
だ

っ
た
。
国
が
自

れ
、
自
然
光
が
入
る
構
造
に
な

っ
て
い

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
て
い
た
ら
」
と

る
。
夫
妻
の
遺
志
は
今
も
受
け

せ
l
、
ノ

れ

思
う
。

て
お
り
、
電
気
使
用
量
を
で
き
る
だ
け

事
故
後
に
社
会
全
体
で
節
電
が
言
わ

抑
え
て
い
る
。
岡
村
さ
ん
は
「
絵
を
見

れ
始
め
た
。
「
な
ぜ
以
前
か
ら
や

っ
て

る
こ
と
に
大
き
な
支
障
は
な
い
」
と
話

一」
な
か

っ
た
の
か
。
子
ど
も
た
ち
の
こ

す
。

と
を
思
う
と
、
私
た
ち
大
人
の
責
任
。

自
然
の
ま
ま
の
環
境
で
絵
を
観
賞
し

優
先
生
は
怒

っ
て
い
る
だ
ろ
う
」

て
ほ
し
い
と

、

エ
ア

コ
ン
も
設
置
さ
れ

な
か

っ
た
。
夏
場
は
都
幾
川
の
川
風
と

丸
木
位
里
（
ま
る
き

。
い
り
）

1

扇
風
機
で
し
の
ぐ
。
震
災
後
、
来
場
者

9
0
1
年
、
広
島
県
飯
室
村
（
現
在
の

の
理
解
が
よ
り
進
み
、
美
術
館
は
今
後

拡
島
市
）
生
ま
れ
。
日
本
画
家
。
妻
の

■

「
一l
ヽ
＿一一■－ヽ
〉

l
J
’
■
■
ヽ
ヽ

L

▲
■
ヽ
l

l

▲
▲
－
ノヽ

も

エ
ア

コ
ン
を
設
置
す

る
予
定

は
な
い

と

し
て
い

る
。

†
大
人
た
ち
の
責
任

「
地
震
と
津
波
は
天
災
だ
け
れ
ど
、

俊
と
「
原
爆
の
図
」な
ど
を
共
同
制
作
。

66
年
に
東
松
山
市
に
移
住
し
、
翌
年
に

「
原
爆
の
図

丸
木
美
術
館
」
を
開
設

し
た
。
95
年
10
月
、
94
歳
で
死
去
。

丸
木
俊

（
ま
る
き
・
と
し
）

1
9

原
発
は
人
災
だ
。
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

1
2
年
、
北
海
道
秩
父
別
町
生
ま
れ
。

こ
と
ば
残
念
で
悔
し
い
」
。
俊
の
め
い

洋
画
家
。
41
年
に
位
里
と

。

「
ひ

椚
詣
鮨
裾
鯛
雛

雛
糀
那
朋
計紹ほ
ほ
絹
媚

を
知
れ
ば
、
そ
う
言
う
の
で
は
な
い

87
歳
で
死
去
。
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